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開 会 １０：００ 
（議長） 
 皆さんおはようございます。開会前でございますけども、ご報告を申し上げ

ます。薄木晴午議員が長年に渡り議員活動などこの度、北海道社会貢献賞を受

賞されておりますので皆様にご紹介をいたします。薄木議員、受賞誠におめで

とうございます。 
 なおですね、本日１１日はあの東日本大震災から３年目となります。発生時

間帯に合わせて亡くなられた方々への追悼の意を表し、黙祷を捧げたいと思い

ますのでご協力のほどよろしくお願いを申し上げます。 
まだ３分くらい時間あるな。 

 
（議長） 
おはようございます。ただいまの出席議員は、１２名です。定足数に達して

おりますので、会議は成立いたしました。 
ただいまから、平成２６年第１回江差町議会定例会を開会いたします。 

 
（議長） 
本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配布のとおりであります。 
 
（議長） 
日程第１ 会議録署名議員を指名いたします。 
会議録署名議員は、会議規則第１２９条の規定により､大門議員、萩原議員を

指名いたします。 
   
（議長） 
（日程第２）会期の決定についてを議題といたします。 

 今定例会の会期及び会議（議会）運営については、所管の議会運営委員会に

付託されておりますので委員長の報告を求めます。 
 「飯田委員長」  
 
「飯田委員長」（報告） 
おはようございます。ご報告を申し上げます。当委員会は、去る２月２１日、

３月４日の２日間に渡り、町理事者の出席を求めて、今定例会の議案内容等の

説明を受けたところでございます。 
今定例会には定住自立圏形成協定の締結をはじめ、２３件の議案が提出され



ている他、それらにつきましては皆様に配布のとおりでございます。 
以上の内容を踏まえまして、会期を本日１１日から１３日までの３日間と決

定をいたしました。 
一般質問につきましては、これまでと同様に、一問一答方式。そして質問の

回数は再々質問まで、答弁を含め６０分の時間制といたします。 
その他、発言の形式等につきましては、従来と同様でございますのでよろし

くお願いいたします。 
 また、定例会に通告のある一般質問の中では、一部事務組合である江差町

ほか２町学校給食組合の事務に関連した質問が通告されておりますが、議会運

営委員会としては町理事者側においては構成町の長としての立場での答弁を求

めるもので、質問される議員におきましても留意をお願いしたいと思います。 
以上、議会運営委員会からの報告とさせて頂きます。 

 
（議長） 
以上で、報告が終わりました｡ 

 お諮りします。 
 今定例会の会期及び議会運営については、委員長の報告のとおりとしたいと

思いますが、ご異議ありませんか。 
 
（「異議なし」の声） 

 
（議長） 
 異議なし、異議なしと認めます。よって、会期は本日から１３日までの３日

間とし、一般質問については、一問一答方式で行い、１回目の質疑答弁につい

ては、演台（壇）により行い、再々、再質問以降は、議員は同じく演台（壇）

で、理事者は自席で行うこととし、質問の回数は再々質問まで、答弁を含め６

０分の時間制を採用して行うこと、また理事者においては議員からの質問に対

して、議長の許可を得て、反問できることとし、それに要する時間は、６０分

の時間制限外とすることに決定いたしました。 
 また、通告にあった質問は一部（事務）組合である、ある江差町ほか２町学

校給食組合の事務に関連した質問がされておりますので、理事者側においては、

構成町の長と、長としての立場を答弁を求めるものであり、質疑される議員に

おいても留意願います。 
 
（議長） 
次に、議長からの諸般の報告をいたします｡ 



 報告内容については、お手元に配付のとおりでありますので、ご了承お願い

いたします｡ 
 
（議長） 
 日程第３ 所管事務調査報告について。平成２５年第３回定例会 発議第１０

号、町有財産管理と有効利用の事務調査についてを議題といたします。 

本案については、総務産業常任委員会に付託されておりますので、委員長の

報告を求めます。 
はい、「若山委員長」 

 
「若山委員長」（報告） 
 おはようございます。委員会調査事件について、本委員会に付託の調査事件

について、会議規則第７８条の規定により下記のとおり報告いたします。 
 調査事件、平成２５年第３回定例会 発議１０号 町有財産管理と有効利用策

に関する事務調査 
 ２ 調査期日、委員会の委員会調査は、９月１２日に立ち上げ、７回の開催

であります。経過は記載のとおりです。 
 調査の結果、昨今の人口減少や少子高齢化に伴い、町が所有し管理する公有

財産については財政的な制約の中にあって、その適正な規模や配置の見直しが

必要となっており、多くの施設に老朽化の進行が見られている。本委員会は、

その効率的な維持管理のあり方と有効活用について事務調査を立ち上げた。 
 この間、公有財産を管理する所管課からは、公有財産台帳管理並び整備の状

況について、また、公会計を担当する所管課からは、新公会計制度に向けた財

務システムの進捗状況についてそれぞれ聞き取りを進めたほか、遊休・未利用

となっている公有財産や公共財産の利用状況について拠点施設を抽出すること

で現地調査を取り進めた。これら調査の結果について、次のとおり意見を付し

て報告する。 
 
 公有財産の有効活用のための情報基盤整備について。財産の有効活用とは、

江差町が所有している財産を売却、貸し付け及び使用許可等を行うことで、歳

入の確保を図ることと施設の用途変更や統廃合などの適正、適正配置などを行

うことで効率的な行政執行を取り進めることであると捉えている。財産を有効

活用するにあたっては、その基礎となる情報の整理がまずもってなされている

ことが必要不可欠である。公有財産台帳整備と新公会計制度における財務シス

テムの整備は、財産の有効活用を進めることやその施策を立案していく上で両

輪となるものであり、重要な事務情報である。現在所管課によってその作業に



取り掛かっている状況にあるが、これらの整備について、早急に取り進めるこ

とと情報の共有できる体制を構築すること。 
 ２ 公有財産の有効活用と維持管理するための体制と新たな施策への対応に

ついて。国のインフラ長寿命化基本計画を受けて、本年早々公共施設等の総合

的な管理による老朽化対策の推進についてとして、公共施設等総合管理計画の

策定にあたって指針が示されている。当町としても、検討の上でこの事務事業

推進に積極的な取り組みの必要があると考える。長期的な視点を持っての計画

であるが、公有財産の有効活用と併せて、その体制を整備する事は急務である。

町における財産管理はその所管課がそれぞれ任務を担っているところであるが、

特に財産の全体的な整備にあたっている環境住宅課については、前述している

新規の事務事業を見据え、併せて財産の有効活用をスピード感持ちながら、積

極的に取り組みが出来るよう十分な体制を形成した上で行政課題に対処してい

くことを望む。 
 公有財産の現地調査から、有効活用として早期に対応が望まれている事項に

ついて、町営住宅 南浜第１団地、町営住宅においては、江差町公営住宅等長寿

命化計画において管理されている状況にあるが、当該物件は現在、募集停止と

なっている。このことから新たな行政課題に上げられている、ＪＲ江差線廃止

後における跡地活用施策において、南が丘地区と南浜地区を連動させる新たな

交通ネットワークの確保を図る観点から早急な、有効活用策を図ること。 
 町職員住宅、旧ＮＴＴ官舎、旧教職員住宅、本物件は、いずれも建築後４０

年以上を経過し、現在老朽化も進み、遊休状態となっており、多くは長期に渡

って財産目的を果たしているとは認められない。再度行政財産としての設置目

的を検証の上で、売却等処分方法も含め有効活用を図るべきである。なお、処

分にあたっては、次の点に留意が必要である。 
 １つ、処分にあたっては、従来の発想から柔軟な発想に転換して思い切った

施策を検討する。 
 １つ、財政支出を抑制するなど費用対効果に重きをおいて最小の経費で最大

の効果をあがるようにする。 
 １つ、有効活用に向けた着手や作業については、最高のスピード感を持って

着手すること。 
 １つ、収入確保、定住人口確保に最大の知恵を出すこと。 
  
 江差町文化会館。当施設は、平成２３年度から指定管理施設者が維持管理に

あたっている。公共財産として、多くの利用がなされている状況にある。今後

においては、建築後２４年を経過することから計画的な整備、長期的には公共

施設の機能集約を含め図書館の管理体制のあり方も検討していく必要がある。 



 江差町老人福祉センター。当施設は、江差町社会福祉協議会と、ＮＰＯ法人

南檜山あゆみ共同作業所にそれぞれ一部貸しし、一般住民の利用に供している。

建築後２２年を経過しており、施設規模から、多機能活用等の余地もあり、地

域の中核施設として有効活用策の検討が必要であるとともに施設内部等におい

て計画的な修繕の必要個所も見られ、大規模施設としての機能と将来計画の早

期立案を図ること。 
 対鴎館。当施設は昭和２６年建築で、建築様式に歴史的価値があり、当分の

間保存を前提とした、計画的な修繕を行い長寿命化対策を検討する。 
 簡単（簡易）宿泊施設 繁次郎番屋。当施設は、建築供用後２１年を経過して

おり、内部においては壁・襖等において修繕の必要がある。また、屋根におい

ても、一部に腐食が進んでおり、大規模な修繕に至らない長寿命化を検討する

余地がある。施設の利用者の多くは町外と考えられ、宿泊施設が不足の指摘さ

れている現状を充分考慮し、将来的には施設の拡充も含め検討すべきと考えら

れる。以上を報告する。 
 
（議長） 
以上で、委員長の報告が終わりましたので、質疑を許します。 

 質疑希望ありませんか。 
 

（「なし」の声） 
 
（議長） 
質疑希望ありませんので、質疑を終結いたします。 
 

（議長） 
お諮りします。本案については、討論を省略し、直ちに採決したいと思いま

すが、ご異議ありませんか。 
 
  （「異議なし」の声） 
 
（議長） 
異議なしと認めます。 

 よって、本案については、委員長報告のとおり了承することに決したいと思

いますが、ご異議ありませんか。 
 

（「異議なし」の声） 



 
（議長） 
異議なしと認めます。 

 よって、本案については、委員長報告のとおり了承することに決しました。 
 
（議長） 
次に、平成２５年第２回定例、定例会発議第９号 学校整備に関する事務調

査についてを議題といたします。 
本案については、社会文教常任委員会に付託されておりますので、委員長の

報告を求めます。 
大門議員、「大門委員長」 

 
「大門委員長」（報告） 
委員会調査報告について、報告いたします。 

本委員会に付託の調査事件について、会議規則第７８条の規定により下記の

とおり報告いたします。 

 平成２５年第２回定例会におきまして発議いたしました、９号学校整備に関

する事務調査です。 

 調査期日は委員会調査は、６月１２日に立ち上げ、６回の開催であります。

経過は記載のとおりです。 

 調査の結果、町は、教育環境の整備について、これまで平成１４年には北部

中学校の統合、平成１９年には北部小学校の統合など、また長年の懸案事項で

あった江差中学校においては平成２５年度から３カ年の継続事業として現在工

事が進行しており、それぞれ学校施設の改善や充実が図られてきている。一方、

昨年厚生労働省が発表した将来人口推計では、当町の人口が２０４０年に４，

５９０人と推計されたことで、今後町の維持や運営等には様々な面で大きな課

題が予測されるところである。 

 また、このような背景の中で、次代を担う町の出生者数はここ５年間、５０

人規模で推移しており年々減少傾向を示している。このことは良好な教育環境

を確保していく上でも、大きな懸念が伺われるところとなっている。委員会で

は、このような長期的な課題をも考慮しつつ、現在直面している学校施設整備

等に視点をおいて、広く調査を進めた。調査では、所管課のヒアリングと現地

調査、学校管理者との面談を行い当面、喫緊の課題について取りまとめた。そ

の結果について、次のとおり意見を付して報告する。 

１つ、児童生徒・学級数の推計について。 

 児童生徒数については、毎年５月１日現在において学校基本調査により公表



されるところとなっているが、向こう５年間程度の児童・生徒数の推計は難し

い状況とのことであった。児童・生徒の推計把握や増減は、良好な教育環境を

確保することや、必要事業量を検討する上でも、特に必要な要素である。各学

校の通学区域ごとの年齢別人口や転出入の傾向を予測・分析しながらその把握

を早急に進めること。 

 ２つ目、特別支援学級の設置に係る環境整備について。 

 特別支援学級については、平成１８年の学校教育法の改正を受けて、平成１

９年から完全実施となっているが、当町には、昨年５月１日現在で小学校３校・

１１学級、中学校で２校・５学級が設置され、特別な支援を必要とする児童・

生徒の教育にあたっている。特別支援学級の配置や授業状況を確認したがほと

んどの小中学校は、空き教室等を活用し効率的に教室を確保して教育にあたっ

ていると確認した。しかし、江差北小については、今後の対象児童や、数や現

在使用している教室の一部について手狭な状況が伺われた。一人一人の教育的

ニーズに応じた教育の一層の充実を図るため、今後の対象児童の予測も含めて、

十分な環境整備に意を尽くしていく必要がある。 

 ３つ目、学校施設の速やかな修繕について。 

 学校施設の修繕については、小規模なものについては学校配分予算の中で対

応とされている状況にあり、必要な修繕は学校現場と連携をとって都度対応と

のことであった。しかし、学校施設の一部で修繕の対応が遅延している事案も

見受けられた。児童生徒の学校での安全を確保する面から一層きめ細やかな点

検の必要性や財政的措置並びに緊急度の高い事案については、町財政所管課と

スピード感をもって協議し対処・改善されるよう望む。 

 ４つ目、学校図書館の充実について。 

 文部科学省においては、平成２４年度から学校図書、図書整備５カ年計画と

して、学校図書館に対する地方財政措置を充実させている。町内小中学校の図

書館を訪問した結果、蔵書数は殆どの学校で学校図書基準を満たしていないこ

とや、古い図書が多いことから活用面では大きく魅力に欠けていることが伺わ

れた。前述した国の財政措置を伴う計画では、蔵書数の確保、新聞の配備、学

校図書担当職員の配置等施策が示されている状況下にある。魅力ある学校図書

館づくりは、児童生徒の基礎学力向上の基盤作りにも繋がっていくものと考え

ている。町の図書館事業との関連も含めて、より一層学校図書館環境の充実に

取りかかるべきである。 

 ５つ目、学校におけるパソコン備品の整備と充実について。 

 教員が校務処理するパソコン機器類の整備については、平成２５年度から平

成２７年度までの計画的整備を目指しているとのことであるが、情報セキュリ

ティの確保や個人情報の保護の面から、平成２６年度で計画を前倒ししてでも



早急に整備すべきである。また、児童生徒用に整備されているパソコン機器類

のソフト等の変更に係る環境整備は速やかに対応すべきである。 

 ６つ目、外国語力（英語）の向上に向けた人材の整備充実について。 

 昨年１２月１３日 文部科学省は、初等中等教育段階からグローバル化に対応

した教育環境づくりを進めるため、小中高等学校を通じた英語教育改革を計画

的に進めるための英語教育改革実施計画を公表している。当町の小中学校の外

国語教育については学習指導要綱（要領）や、檜山教育局からの講師派遣によ

り効率性を求めながら推進している状況にある。今後は、これら国の動きや計

画と連動しながら体制の整備も課題となる。人材の整備の一方策として、外国

語指導助手による指導を積極的に充実させるなど国際化に対応した教育の推進

に進めていくべきである。以上を報告いたします。 

 
（議長） 
以上で委員長の報告が終わりましたので、質疑を許します。 

 質疑希望ありませんか。 
 

（「なし」の声） 
 
（議長） 
 質疑希望ありませんので、質疑を終結いたします。 
 
（議長） 
 お諮りします。 
 本案については、討論を省略し、直ちに採決したいと思いますが、ご異議あ

りませんか。 
 
  （「異議なし」の声） 
 
（議長） 
 異議なしと認めます。 
 よって、本案については、委員長報告のとおり了承することに決したいと思

いますが、ご異議ありませんか。 
 

（「異議なし」の声） 
 
（議長） 



 異議なしと認めます。 
 よって、本案については、委員長報告のとおり了承することに決しました。 
 
（議長） 
次に、町長、教育長から行政報告の申し出がありますので、これを許可いた

します。 
 はい、「町長」 
 
「町 長」（行政報告） 
 おはようございます。私から行政報告する前に、冒頭議長からご挨拶ありま

したとおり、３年前の本日、東日本大震災によって多くの尊い人命が失われた

事に衷心よりご冥福を申し上げたいと思っております。 
 さて、行政報告に入りますけれども、本年、５月１２日からＪＲ江差線の廃

線に伴い、江差木古内線のバス運行が開始されますが本対策協議会において、

協議確認された事項がいくつかございますのでご報告をさせて頂きます。 
 １点目は、３町による対策協議会の会長についてですが、路線の中心町とし

て上ノ国町長が会長でございましたが、２月１日から木古内町長に代わり、ま

た事務局も同様に木古内町に変更となりましたので、今後、木古内町が代表町

という位置付けでバス運行の協議が取り進められていきます。 
 ２点目は、ＪＲ北海道から受けるバス運行にかかる支援金９億円の取扱であ

ります。 
 支援金の使途については、３町対策協議会によるバス運行にかかる経費とな

りますが、支援金の受領、管理、執行、バス事業者への補助について、事務の

効率化という観点からも会長所在地である木古内町において一括して管理、執

行等を行い、毎年、会計年度終了時に江差町及び上ノ国町に収支状況や基金の

運用状況等を報告することで２月２７日付け、協定書を締結したところであり

ます。 
 支援金を代表町において管理、執行することについては、「法令の規定に基

づく共同事務ではなく、３町の経費負担を伴わない任意の事務として協定書の

締結を持って取り扱う事が出来る。」旨の事前確認を北海道からも得ておりま

すので、ご了知下さるようお願い申し上げます。 
 また関連して、ＪＲ江差、ＪＲ江差線廃線にかかるイベントや新たなバス運

行のダイヤなど３町対策協議会において引き続き協議を重ねており、概要がま

とまり次第、町広報等で住民周知を図って参りたいと思っております。 
 次に寄附採納についてご報告申し上げます。２件の寄付採納についてでござ

います。 



 平成２５年１２月２７日、江差町字本町３８番地 株式会社五勝手屋本舗、

代表取締役社長 小笠原 隆様より、図書館の図書充実のためにと、現金１０

万円のご寄附がありました。昭和６２年に小笠原文庫を創設以来、毎年ご寄附

頂き、これで寄附総額６１０万円となり、購入させて頂いた図書も、図書数も

１，７９５冊を数え、北海道関係資料を中心として貴重な蔵書構成となってお

り、町民の利用に広く供し地域全体に重要な存在となっているところでありま

す。 
 次に、江差町字茂尻町３４５番地の１７ ＡＳＡ江差朝日新聞専売所所長 

松崎 浩様より、２件のご寄附がありました。１件目は、図書館の図書充実の

ためにと、平成２年から継続して図書のご寄贈をして頂いており、本年度にお

いても平成２５年４月２日と８月１７日の２回に渡り、図書１２５冊と専用バ

インダーのご寄贈がありました。これまでご寄贈頂いた図書数も１，５０１冊

となり、町民の教養と文化の向上に寄与しているところでございます。 
 ２件目です。平成２６年１月１４日に小学校図書館の充実、図書充実のため

にと１０７冊のご寄贈がありました。寄贈された図書につきましては、町内３

小学校図書館に配備し、多くの子供たちが利用しており、読書力の一助になっ

ているところであります。 
 以上のご寄附がありましたことをご報告申し上げますとともに、改めてご厚

志に厚くお礼を申し上げて行政報告とさせて頂きます。ありがとうございます。 
 
（議長） 
 では次に「教育長」 
 
「教育長」 
 それでは私の方から江差町教育委員会と北海道医療大学との包括協定の方向

になったという事についてご報告を申し上げたいと思います。 
 江差町教育委員会では、平成２０年度から江差北小学校と江差北中学校にお

ける小中一貫教育の推進に取り組んできましたが、この事業を一層推進するた

めに、北海道教育委員会の指定事業「中一ギャップ未然防止事業」の指定を受

けて中一ギャップ問題や不登校対策として取り組んで参りました。 
 この間、中一ギャップ未然防止事業では、この問題に対する道内における第

一人者である北海道医療大学心理学部の冨家直明教授にその指導を受けて参り

ました。 
 この間、冨家教授には年に１から２度ほど来町頂き、時には学生を伴って本

事業に取り組んで参りました。教授からは、大学は地域との連携を一つの課題

となっている旨をお聞きしましたので、学生には江差町が持っている歴史や文



化などの学習の場として最適な環境を提供できる提案をさせて頂きました。こ

のことから、連携協定することで、双方に大きなメリットが、を得られると判

断し、予てから協定の協議を重ねて参りました。 
 この度、医療大学の評議会において、包括協定を結ぶことが決定したとの連

絡を受けたところでございます。 
 協定内容等については今後詰める事になりますが、相互の発展に資するため

に江差町教育委員会と北海道医療大学心理学部との協定になるものと思います

が、新年度の早い時期に協定締結が出来るように取り進めて参りたいと考えて

おります旨ご報告を申し上げたい、申し上げる次第でございます。以上でござ

います。 
 
（議長） 
以上で、行政報告を終わります。 

 


